
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
主
演
の
映
画
『
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
／
ゴ
ー
ス
ト
・

プ
ロ
ト
コ
ル
』
に
、
敵
方
の
人
物
の
風
貌

を
何
枚
か
秘
密
に
撮
影
し
、
そ
の
情
報
に

よ
っ
て
変
装
の
た
め
の
ゴ
ム
マ
ス
ク
を
数

分
で
制
作
す
る
場
面
が
登
場
す
る
。
最
近
、

話
題
に
な
っ
て
い
る

3
D
印
刷
技
術
の
応

用
の

一
例
で
あ
る
。
用
紙
な
ど
平
面

(
2

一
五
世
紀
に
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
ク
が
発
明
し
た
活
版
印
刷
技
術
は
書
物

を
大
量
に
複
製
し
て
知
識
を
社
会
に
普
及

さ
せ
る
情
報
革
命
に
貢
献
し
た
が
、
最
大

の
影
響
は
聖
書
を
印
刷
し
、
宗
教
改
革
ま

で
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二

0
世
紀
に

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
一
世
が
発
明
し
た

大
量
生
産
技
術
は
大
緻
か
つ
安
価
に
生
産

し
た
工
業
製
品
を
富
裕
階
庖
の
み
な
ら
ず

社
会
全
般
に
供
給
し
、
社
会
改
革
を
実
現

し
た
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

3
D

印
刷
技
術
が
も
た
ら
す
変
革
の
予
測
が
重

要
に
な
る
。

ま
ず
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
産
業
構
造
の

変
革
で
あ
る
。
経
済
学
者
コ
ー
リ
ン
・
ク

ラ
ー
ク
は
産
業
分
類
を
明
示
し
た
こ
と
で

有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
社
会
に
必
要
な

素
材
を
自
然
か
ら
入
手
す
る

一
次
産
業
、

そ
の
素
材
を
社
会
が
要
求
す
る
製
品
に
加

工
す
る
二
次
産
業
、
そ
の
製
品
を
必
要
な

相
手
に
提
供
す
る
三
次
産
業
で
あ
る
。
さ

ら
に
社
会
は
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
中
心

が
一
次
産
業
か
ら
三
次
産
業
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
も
統
計
に
よ
り
証
明
し
、
現
実

D
)
に
印
刷
す
る
従
来
の
技
術
で
は
な
く
、

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
に
蓄
積
さ
れ
た
物
体
の
情

報
を
駆
使
し
、
樹
脂
な
ど
で
立
体

(
3
D
)

を
印
刷
す
る
技
術
で
あ
る
。

す
で
に
二
0
年
以
上
前
か
ら

一
部
の
製

造
企
業
で
は
金
型
の
試
作
な
ど
に
利
用
し

て
い
た
が
、

当
時
は
装
置
が
数
千
万
円
も

し
て
お
り
、
広
範
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
簡
単
な
も
の
で
は
数
十

万
円
に
ま
で
値
下
が
り
し
、

一
気
に
普
及

は
そ
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が

一
九
八

0
年
代
、
未
来
学
者

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
は
情
報
技
術
の
進

歩
と
普
及
は
ク
ラ
ー
ク
の
分
類
を
破
壊

し
、
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
が
誕
生
す
る
と
予

言
し
た
。
製
品
を
生
産
す
る
二
次
産
業
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
消
費
す
る
三
次
産
業

の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の
境
界
が
消
滅
す
る

と
い
う
見
解
で
あ
る
。
一

例
は
名
刺
で
あ

り
、
現
在
で
は
多
数
の
人
々
が
専
門
の
印

刷
業
者
に
依
頼
せ
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

利
用
し
て
自
分
で
名
刺
を
印
刷
し
て
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

情
報
と
物
質
が
融
合
す
る
変
革

こ
れ
を
世
界
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
の

が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
研

究
機
関
「
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ア
・
ビ
ッ
ツ
・

ア
ン
ド
・
ア
ト
ム
ズ
」
で
あ
る
。
ビ
ッ
ト

は
情
報
の
単
位
で
三
次
産
業
、
ア
ト
ム
は

物
質
の
単
位
で
二
次
産
業
を
象
徴
し
、
両

者
を
融
合
し
た
産
業
構
造
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。
世
界
の
数
百
か
所
に
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

3
D
印
刷
装
置

を
設
置
し
た
施
設
「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
」
を
設

立
し
、
地
域
の
人
々
が
自
分
で
設
計
し
た

産
業
構
造
を
破
壊
す
る
革
命

し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
現
状
で
は
フ
ィ

ギ
ュ
ア
と
い
わ
れ
る
人
形
、
建
築
の
模
型
、

歯
型
の
試
作
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
海
外
で
は
ピ
ス
ト
ル
や
戦
車
な
ど
の

武
器
の
製
造
、
実
物
規
模
の
建
物
の
建
設

へ
の
応
用
も
研
究
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

製
品
を

3
D
印
刷
装
置
で
製
造
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
流
通
革
命
に
も
拡
大
す
る
。
少

数
の
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
を
流
通
組

織
に
よ
っ
て
世
界
に
販
売
す
る
既
存
の
産

業
構
造
を
変
革
し
、
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
の
よ
う

な
拠
点
に
設
計
情
報
を
送
信
す
れ
ば
、
ア

ト
ム
の
流
通
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
量
生
産
・
大
量
流
通
・
大
量
消
費
と
い

う
産
業
革
命
以
来
の
産
業
構
造
が
衰
退

し
、
地
産
地
消
ど
こ
ろ
か
、

3
D
印
刷
装

置
の
性
能
が
向
上
し
価
格
が
低
下
す
れ

ば
、
家
庭
が
工
場
と
な
る

II

自
産
自
消
II

の
産
業
構
造
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

既
存
の
産
業
構
造
で
成
功
し
て
き
た
企

業
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
る
が
、
危
機
は

好
機
で
あ
り
、
ど
の
時
代
に
も
躍
進
は
既

存
の
構
造
が
崩
壊
す
る
と
き
に
可
能
に
な

る
。
世
界
に
膨
大
な
生
産
工
場
が
出
現
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
に
設
計
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
成
功
が
可
能
に
な
る
。
実
際
、

イ
ン
テ
ル
は
世
界
の
集
積
回
路
工
場
に
設

計
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
巨
大
な

利
益
を
確
保
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ド
革
命

以
来
、
百
年
の
革
命
を
好
機
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

一
気
に
普
及
し
た

3
D印
刷
技
術
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